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機
閤
民
年
金
が
改
善
さ
れ
ま
す

縦
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な
る
と
、
一
人
に
つ
き
四
、
八
O
O円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
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か
ら
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二
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四
0
0円
一

五

、

0
0
0円

…
司
副
朝
司
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J
司
司
「
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.
一
所
得
制
限
の
緩
和
(
四
十
七
年
五
月
活
水
準
や
経
済
の
進
展
に
よ
っ
て
年

凶

…

…

か

ら

)

金

の

実

質

価

値

が

さ

が

る

こ

と

の

な

織
。
本
人
(
現
在
)
一
一
豆
O
、
0
0
0

い
よ
う
に
す
る
た
め
五
年
に
一
度
は

繊

円

必

ず

年

金

額

と

保

険

斜

を

司

引

き

ょ

げ

る
こ
と
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
一
般
の
物
価
の
よ
う
に
、

そ
の
と
き
の
都
合
に
よ
っ
て
引
き
王

げ
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
O
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

保
険
制
桝
を
滞
納
す
る
と
、
年
令
に

よ
っ
て
納
付
期
闘
が
満
た
な
い
場
合

は
、
や
が
て
受
給
年
令
に
な
っ
て
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
方
に
対
し
て
は
、
免
除
す
る
制

度
も
あ
り
ま
ず
か
ら
一
気
軽
に
年
金
係

に
と
相
談
下
さ
い
。

O
昭
和
四
五
年
度
ま
で
の
滞
納

は
六
月
三
十
日
迄
に
納
め
な

い
と
時
効
に
な

υま
す
。

一
月
の
町
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
と
お
り
、
従
来
は
滞
納
が
二

年
経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
救
済
措
置
と
し
て
の
特
令

が
だ
さ
れ
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
納

付
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

従
来
納
め
て
い
た
保
険
斜
が
無
駄
に

な
る
こ
と
の
な
い
よ
芦
之
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
は
老
後
の
た
め
に
是
非
完

納
し
て
下
さ
い
。

や
が
て
受
給
年
令
に
達
し
て
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
の
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
気
を

。申込方法

60歳以上の方で
@高年者クラブの方は会長に、

@クラブに加入していない方は、町内会一長に、

@身体障害の方は(年齢は閏いませんノ)各福祉協

長註圭量bこ、
申込をして下さい。
なお、詳しくは、回覧、昼の放送、会長宛の通

知等で連絡いたします。

。昨年の体育祭は皆さんのと協力により大愛好評

をいただきました。

o今年も数多くの賞品と、楽しいスポーツ種目を

用意し、皆さんノのむ参加をお待ちしています。

。今年は、身体障害者スポーツ大会もあわせて開

催します。身障の方々の多数、む参加をお願い

します。

(
改
正
後
)

非
課
税
限
度
額

三
八
O
、
0
0
0円

。
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得

制
限
(
現
在
)

一
、
八
O
Q
0
0
0円

(
改
正
高
官
)

二
、
五

O
O、
0
0
0円

(
い
ず
れ
も
扶
養
親
族
主

人
の
場
合
)

恩
給
等
と
の
併
給
制
限
の
緩
和

(
四
十
七
年
十
月
か
ら
)

O
戦
争
公
務
に
よ
る
公
的
年
金
併

給
制
限
の
緩
和

(
現
在
)
準
土
官
以
下
全

額
併
給

(
改
正
後
)
中
尉
以
下
全

額
併
給

。
普
通
扶
助
斜
等
と
の
併
給
制
限

の
緩
和
(
現
在
)
福
祉
年
金
相
当

額(改
正
後
)
六
O
、
0
0
0円

E凪・'.'
.;， 

O
保
険
料
が
七
月
か
ら
五
五
O
円
に

な

υま
す
。
(
所
得
比
例
は
別
)

こ
れ
は
、
国
民
年
金
が
皆
さ
ん
か

ら
納
入
じ
て
い
た
亨
¥
保
険
斜
(
国

が
そ
の
保
険
斜
の
半
額
を
負
担
一
)
を

財
源
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
年
金
を

支
給
す
る
と
い
う
建
前
な
の
で
、
生



唱
和
開
出

予
算
総
額

一
融
会
計

特
別
会
計

七

算。〉

盟主

意見

十
一
旦
一
館
五
千
七
百
七
十
一
一
一
万
七
千
円

八
億
五
千
九
百
九
十
七
万
一
千
再

開
幽
鰭
九
千
七
百
七
十
六
万
六
千
円

、
賄
醒
醸
の
一
編
成
方
針
要
量

お一
s

基
本
構
想
と
し
て
町
政
の
目
標
を
、

健
康
で
ゆ
た
か
な
く
ら
し
を
築
き
、
往
一

み
よ
い
地
域
の
中
で
、
平
和
な
家
庭
を

守
り
な
が
ら
、
生
き
が
い
の
あ
る
日
々

歩
送
る
こ
と
に
お
き
、
予
算
は
こ
う
い

う
こ
と
を
実
現
す
る
為
の
具
係
化
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
に
た
っ
て
編
成
し
た

積
り
で
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み
る
と
大

h
p

許
洗
町
綜
合
計
画
の
中
核
で
あ
る
港
湾
と

つ
つ
」
観
光
は
遂
次
前
進
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が

I
J
問
題
点
も
多
い
。
特
に
今
後
開
発
せ
ん

仏

E
t
と
す
る
商
港
と
観
光
を
ど
う
結
ぶ
か
と

b
結
見
い
う
課
題
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
て

一戸陶

j
k
m

私
達
懸
命
に
取
り
組
む
積
り
で
あ
り
ま

円
@
す
。
或
い
は
国
道
や
県
道
は
大
体
整
備

こ
'
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
生
活
道
路
で
あ

一

式

皇

、

霊

の

整

備

も

不

十

分

で

あ

・
4

一
』
止
り
、
本
年
度
も
重
点
的
に
整
備
を
図
っ

且
」
場
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
都

-

V

M

日
れ
f

市
計
画
も
本
年
は
予
算
を
つ
け
て
具
体

化
し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
或
い

は
文
住
宅
も
非
常
に
不
足
し
て
お
り
、

計
画
に
従
っ
て
本
年
度
も
町
営
住
宅
を

つ
く
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
全
く
胸

の
痛
む
問
題
で
あ
り
ま
す
。
教
育
福
祉

の
面
で
は
本
年
度
祝
町
に
、
幼
稚
園
を

老
人
の
た
め
に
は
大
洗
の
町
有
地
へ
憩

の
家
炉
建
設
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
が

来
年
度
は
高
校
建
設
の
実
現
を
図
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
の
予
算
総
額

は
十
三
億
五
千
七
百
七
十
三
万
七
千
円

で
前
年
度
か
ら
比
較
し
ま
す
と
ニ
十
四

・
四
M
の
増
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

一
般
会
計
が
八
億
五
千
九
百
九
十
七
万

一
千
円
、
特
別
会
計
の
う
ち
国
民
健
康

保
険
が
二
億
三
千
四
百
三
十
五
万
二
千

円
、
水
道
事
業
が
二
億
三
千
三
百
十
万

一
ニ
千
円
、
魚
市
場
冷
凍
冷
蔵
事
業
が
二

千
八
百
十
七
万
九
千
円
、
公
平
委
員
会

が
二
百
十
三
万
三
千
円
で
あ
り
ま
す
。

一
一
、
産
業
基
盤
の
確
立
と
振
興

。

大

洗

港

建

設

事

業

区

域

内

事

業

負

担

金

五

百

万

円

、

大

洗

大
洗
商
港
の
建
設
事
業
は
本
年
度
か
港
建
設
関
連
事
業
負
担
金
百
万
円
、
と

ら
第
四
次
港
湾
整
備
事
業
と
し
て
十
一
↑
な
っ
て
い
ま
す
。

億
五
千
万
円
の
予
算
を
も
っ
て
整
備
拡

o
農
免
道
路
整
備
事
業

大
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
町
で
農
免
道
路
は
正
式
に
は
農
林
漁
業
揮

負
担
す
る
本
年
度
事
業
負
担
金
は
五
千
発
油
税
身
替
尉
霊
童
と
い
っ
て
国
の

百
万
円
で
、
そ
の
内
容
は
大
洗
港
建
高
率
な
助
成
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
事
業

設
事
業
負
担
金
四
千
五
百
万
円
、
港
湾
で
、
そ
の
内
容
は
大
貫
橋
に
至
る
県
道

の
神
山
入
口
を
起
点
と
し
て
松
川
ま
で

川
延
長
約
四
千
討
に
わ
た
る
巾
員
六
M
の

農
道
で
す
。
本
年
度
は
実
施
設
計
費
と

し
て
二
百
八
十
三
万
五
O
O円
と
士
事

予
定
の
当
初
年
度
と
し
て
六
百
六
十
七

万
円
を
予
算
H
L
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

。
農
産
物
加
工
施
設
設
置
事
業

大
洗
町
農
協
で
は
農
産
物
加
工
施
設

を
今
年
度
前
の
補
助
事
業
と
し
て
三
千

万
円
で
建
設
し
、
冷
凍
ほ
う
れ
ん
草
、

人
参
、
。
ぼ
う
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
加

工
処
理
を
お
こ
な
い
出
荷
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
農
家
は
こ

れ
ら
作
目
の
契
約
栽
培
を
す
る
乙
と
が

で
き
、
収
入
の
安
定
と
更
に
余
剰
労
働

力
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
こ
の
事
業
に
対
し
事
業
費
の

半
分
、
千
五
百
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

。
露
協
駐
在
営
慶
指
導
員
派
遣
事
業

農
協
の
下
部
組
織
で
あ
る
生
産
部
会

(
キ
ュ
ワ
リ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
甘
藷
等

6
部
会
)
を
は
じ
め
各
農
家
に
対
す
る

指
導
、
育
成
、
強
化
を
図
る
た
め
に
営

農
指
導
員
を
農
協
に
駐
在
さ
せ
る
こ
と

を
¥

に
な
り
、
百
万
八
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
営
農
指
導
員
は
既
に
4
月
1
臼
か

ら
農
協
に
駐
在
し
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
一
一
、
生
濡
環
境
基
盤
の
整
備

0

町
営
住
宅
建
設
事
業

住
宅
不
足
の
問
題
は
本
町
の
場
合
も

そ
の
例
に
も
れ
ず
、
特
に
低
所
得
者
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
々
の
た
め
に
、

町
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
更
に
窓

年
度
と
来
年
度
の
ニ
ケ
年
で
お
戸
の
町

営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
第
一
年
目
は
建
設
敷
地
の
高
度
利

用
を
考
慮
し
て
既
に
耐
周
年
数
も
間
近

な
汐
見
ケ
丘
住
宅
平
家
建
叩
戸
を
解
体

除
去
し
て
、
こ
こ
に
二
階
建
簡
易
耐
火

構
造
住
宅
部
戸
を
建
設
す
る
た
め
の
第

一
期
事
業
と
し
て
日
戸
の
町
営
住
宅
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
の
事
業
費
と
し
て
千
六
百
七
十
二

万
六
千
円
が
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

O

桜
道
土
地
区
画
整
理
事
業

鹿
島
線
大
洗
釈
の
新
設
に
伴
い
、
駅

周
辺
地
区
約
叩
万
坪
を
都
市
改
造
事
業

に
よ
り
区
画
整
理
を
行
な
う
も
の
で
、

本
年
度
事
業
費
と
し
て
五
千
二
百
六
十

三
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

0

東
光
台
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

東
光
台
地
区
の
道
路
や
排
水
施
設
を

整
備
し
て
、
住
み
よ
い
住
宅
地
を
造
成

す
る
た
め
組
合
施
行
方
式
に
よ
り
約
辺

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
二
工
区
に
分
け
て
区
画

整
還
す
る
も
の
で
、
本
年
度
は
第
一
工

区
の
開
拓
地
(
約
時
・

5
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

炉
実
施
す
る
こ
と
に
な
幻
ま
し
弐
そ

の
た
め
の
補
助
金
と
し
て
町
で
は
お
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
東
光
台
地
区

も
遠
か
ら
ず
素
晴
ら
し
い
生
活
環
境
を

も
っ
良
好
な
住
宅
地
に
姿
を
変
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

O

都
市
計
闘
街
路
事
業

大
洗
商
港
か
ら
大
洗
神
社
脇
を
通
り

東
光
台
で
大
洗
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る

延
長
6
9
0
M、
巾
員
団
が
の
街
路
で

本
年
度
事
業
に
対
す
る
負
担
金
と
し
て

千
四
百
二
十
四
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
日
明
年
ま
で
に
は
大
洗
神

社
第
一
鳥
居
か
ら
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
区

聞
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
将
来
は
更

に
港
湾
か
ら
役
場
新
庁
舎
前
砕
通
り
夏

海
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る
巾
員
部
M
の

産
業
道
路
と
な
る
予
定
で
す
。

。
公
共
下
水
道
事
業
勘
十
堀
集
水
地
区

基
本
調
査
費

公
共
水
域
汚
染
問
題
は
今
日
的
課
題

と
し
て
、
全
国
的
な
規
模
で
問
題
化
し

て
い
ま
す
。
当
町
と
し
て
も
汚
排
水
、

住
活
雑
排
水
処
理
の
問
題
は
何
れ
基
本

計
画
を
樹
立
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
点
に
き
て
い
ま
す
の
で
、

3

5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
街
化
区
域
全
域

の
計
箇
調
査
に
の
り
出
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
予
算
の
二
百
六
十
万

円
は
全
体
計
箇
の
一
環
を
な
す
の
は
勿

論
を
す
が
特
に
桜
道
地
区
の
都
市
改
造

事
業
と
関
連
し
て
勘
十
堀
水
域
の
汚
染

対
策
を
重
点
と
し
て
調
査
を
行
な
う
も

の
で
す
。

0

町
道
の
舗
装
及
び
排
水
溝
整
備
事
業
一

町
道
は
私
達
の
生
活
を
維
持
す
る
う

え
で
中
心
と
な
る
も
の
で
す
が
、
こ
の

整
備
の
完
全
化
が
図
る
た
め
町
で
は
年

次
計
画
室
倒
て
て
遂
次
舗
装
や
排
水
溝

の
整
備
を
仔
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
こ
の
た
め
の
事
業
費
と
し
て
二
千
二

十
三
万
六
千
円
を
計
上
い
存

ν子
ぶ
~
。

。
一
専
用
塵
芥
寧
購
入
費

清
掃
事
業
の
う
ち
特
に
ゴ
ミ
の
収
集

業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
袋
収
集
方

式
に
よ
り
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
更

に
能
率
化
を
図
る
た
め
、
機
動
力
の
強

化
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
百

七
十
五
万
円
の
予
算
で
専
用
塵
芥
車
を

購
入
い
た
し
ま
す
。
こ
皇
専
用
車
が
稼

働
す
る
こ
と
に
よ
り
一
一
層
の
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

0

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
費

盟
、
教
青
@

町
民
の
生
活
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

に
常
に
消
防
機
動
力
の
充
実
に
は
意
を

用
い
装
備
の
近
代
化
に
努
め
て
い
ま
す
吋

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
最
新
鋭

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
一
台
購
入
す
る

た
め
に
三
百
宜
十
七
万
五
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
乙
の
外
、
。
防
災
に
関
す
る

一
事
業
と
し
て
は
水
道
消
火
栓
取
付
工
事

や
防
火
貯
水
槽
建
設
工
事
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

福
祉
的
充
実

O
町
立
第
一
保
育
所
防
音
改
築
事
業
一
入
口
の
水
道
塔
が
建
っ
て
い
る
敷
興
千

予
算
額
五
千
八
百
四
十
二
万
五
千
円
五
O
O坪
)
に
待
望
の
老
人
憩
の
家
を

現
在
の
第
一
保
育
所
敷
地
に
鉄
筋
コ
ン
建
築
し
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

ク
リ
1
ト
平
家
建
(
暖
房
)
七
四
二
ぽ
家
建
(
暖
房
百
五
十
坪
)
、
大
広
間
、

(
二
三
五
坪
)
を
建
築
し
ま
す
。
工
事
期
舞
台
、
集
会
家
、
娯
楽
室
、
浴
場
等
を

問
中
(
予
定
九
月
1
一
一
一
月
)
は
入
所
児
完
備
し
、
来
年
六
月
頃
か
ら
使
用
で
き

童
に
い
ろ
い
ろ
不
便
を
か
け
る
と
思
い
る
予
定
で
す
。

ま
す
が
と
了
承
下
さ
い
。
な
お
、
第
二
一

O
児
童
手
当
の
支
給

第
二
の
町
立
保
育
所
を
年
次
計
画
で
防
予
算
額
壱
千
八
芹
円
三
人
以
上
子

音
に
改
築
す
る
予
定
で
す
。
供
が
い
る
家
庭
で
、
一
ニ
人
目
の
子
が
五

U
老
人
憩
の
家
建
築
寧
幾
歳
未
満
の
場
合
に
児
童
手
当
が
支
給
さ

予
算
額
二
千
百
四
十
七
万
七
千
円
れ
ま
す
。
本
年
は
三
人
目
の
子
が
一
人

四
七

1
四
八
年
度
の
二
年
計
画
(
総
の
と
き
は
月
額
三
、

0
0
0円
で
、
一
一
一

工
事
費
三
千
万
円
)
で
大
洗
ゴ
ル
フ
場
四
、
五
月
分
を
六
月
に
九
、

0
0
0円

六
、
七
、
八
、
九
月
分
を
十
月
に
一
一
↓

0
0
0円
。
十
、
十
一
、
十
二
、
一
月

分
を
二
月
に
、
ゴ
寸

0
0
0円
を
そ

れ
ぞ
れ
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
諜
児
童
福
祉
係
に
問

合
せ
下
さ
い
。

O
敬
老
祝
金
の
支
給

従
来
の
敬
老
年
金
を
改
称
し
た
も
の

で
本
年
は
、
八
十
歳
l
八
十
七
歳
ま
で

の
方
に
年
額

=
1
0
0
0円
。
八
十
八

歳
以
上
の
方
に
年
額
四
、

0
0
0円
の

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
(
二
七
O

人
)
O
心
身
障
響
児
璽
福
祉
手
当
の
支
給
と

範
囲
の
拡
大

三
歳

1
二
十
歳
未
満
の
重
度
心
身
障

害
児
に
対
し
町
独
自
で
傷
祉
年
金
、
年

額
三

1
0
0
0円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
本
年
か
ら
精
神
薄
弱
児
の
障
害
程

度
を
中
度
以
上
と
し
、
対
象
範
囲
伊
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。

O
保
爾
料
の
一
部
扶
助

家
庭
事
情
で
ど
う
し
て
も
決
め
ら
れ

た
保
育
糾
が
納
め
ら
れ
な
い
家
庭
に
対

し
、
一
定
の
基
準
で
保
育
斜
の
一
部
を

町
が
扶
助
し
、
児
童
を
や
め
さ
せ
忍
こ

と
の
な
い
よ
う
援
助
し
-
ま
す
。

O
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
の
婚
観

従
来
各
ク
ラ
ブ
月
額
一
、
五

O
O円

の
補
助
が
四
月
か
ら
月
額
二
、
一

0
0

円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
本
町
に

は
、
二
十
二
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま

す

。

去

る

4
丹
羽
日
、
東
京
・
日
本
武
道

O
老
人
家
庭
奉
仕
員
、
身
体
陣
容
者
家
館
で
開
催
さ
れ
た
昭
和
訂
年
度
全
日
本

膳
奉
仕
民
活
動
の
充
実
柔
道
選
手
権
大
会
で
、
本
町
髭
釜
出
身

町
で
は
現
在
奉
仕
員
二
名
を
お
い
て
の
関
根
忍
五
段
が
優
勝
し
、
天
且
十
一
杯
、

老
人
ま
た
は
身
障
者
の
身
の
ま
わ
り
の
優
勝
旗
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

世
五
一
回
と
家
庭
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
こ
の
試
合
は
目
前
に
迫
っ
た
ミ
ュ
ン

(
洗
寺
、
掃
除
、
ぬ
い
も
の
、
代
書
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
権
と
一
更
に

買
物
、
排
便
処
理
な
ど
)
。
体
不
自
由
来
年
の
第
8
回
世
界
選
手
権
に
お
け
る
'

あ
る
い
は
老
一
一
設
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
憲
一
量
級
、
無
差
別
級
の
活
躍
を
う
ら
な

近
く
の
民
生
委
員
に
相
談
レ
」
主
戸
。
一
う
重
要
な
試
合
と
し
て
、
各
方
面
か
ら

O
祝
町
幼
稚
園
の
開
設
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
か
柔
よ
く
剛

町
の
教
育
振
興
計
聞
に
も
と
ず
い
て
を
制
し
。
た
く
ま
し
い
精
神
力
で
関
根

四
月
か
ら
祝
町
小
学
校
脇
に
町
立
の
幼
五
段
が
優
勝
し
、
今
後
の
活
躍
が
大
い

稚
園
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
設
立
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
よ
り
今
年
度
要
す
る
経
費
は
諸
施
設
関
根
忍
五
段
階
歴

工
事
費
の
七
十
六
万
円
を
含
め
て
二
百
昭
和
問
年
9
・
初
六
前
町
磯
浜
町
に

八

十

五

万

円

と

な

り

ま

す

。

生

れ

る

O
南
中
学
校
給
食
蜜
改
築
藤
議

9

出

年

磯

浜

小

学

校

苧

業

生
徒
の
体
位
向
上
を
目
的
に
学
校
給

h
y

出
年
大
前
第
一
中
学
校
卒
業

食
の
完
全
化
を
図
る
た
め
、
今
年
度
南

h
f

計
年
県
立
那
珂
湊
一
高
卒
業

中
学
校
の
給
食
容
を
更
に
充
実
、
改
築

h
f

認

年

中

央

大

学

卒

業

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
現
在
、
東
京
警
視
庁
に
勤
務
。

柔
道
日
本
一
に

本

町

出

身

関

根

罫

五

段

民!日まくたちの幼稚国ができた/iい費号

?と百 2
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第 59号

計
(単位:千円)

主込
三三L

入各款占拠率

一般

客貢859，971

24.6% 

地方交付税

211，646 

L' 

昭和 47年度

30.3% 

町税 260，530

歳

、Eh
J

あおお

その他2.3%

19，116 

性質別歳出経費占拠率

客員859ヲ9 7 1 

53，459 

権費

303，313 

35.3% 

人

普通建設事業

313，000 

36.4% 

母
校
愛
い
つ
ま
で
も

祝
町
小
学
校
に
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

水
一
戸
市
@
岡
崎
す
い
さ
ん
よ
り

小
規
模
の
祝
町
小
学
校
で
は
、
児
童

の
読
書
欲
を
満
た
す
だ
け
の
図
書
が
少

な
く
、
「
本
が
欲
し
い
:
:
:
」
こ
の
こ

と
は
、
児
童
も
、
教
師
に
と
っ
て
も
、

切
実
な
顧
い
で
し
た
。

読
書
に
よ
る
人
間
形
成
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
い
心
に
芽
生
え

湾
つ
豊
か
な
人
間
性
を
思
う
と
、
本
当

に
本
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
時
、
こ
の
二
月
、
思
い
が
け
な
い
本

の
プ
レ
ぜ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
本
校

出
身
の
岡
崎
す
い
さ
ん
か
ら
、
還
暦
の

記
念
に
と
、
二
百
冊
近
い
児
童
一
図
書
が

贈
ら
れ
た
の
で
す
。
匿
名
と
い
う
と
希

望
で
し
た
が
、
書
唐
の
は
か
ら
い
で
、

お
名
前
が
わ
か
っ
た
次
第
で
す
。

児
童
た
ち
は
、
新
し
い
美
し
い
本
に

魅
了
さ
れ
、
喜
ん
で
読
み
ふ
け
っ
て
お

り
ま
す
。

今
ま
で
に
も
、
岡
崎
さ
ん
か
ら
は
、

児
童
用
の
こ
う
も
り
が
さ
な
ど
、
心
の

こ
も
る
贈
り
物
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
母
校
を
想
わ
れ
、
祝

町
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
せ
ら
れ
る
探
い

愛
情
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
開
お
札

次
の
と
お
り
寄
附
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
の
で
ζ
れ
を
受
領
い
た
し
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

O
一
金
拾
万
円
也

欝
一
臣
定
例
議
会
終
る

町
の
社
会
福
祉
の
た
め
に

大
洗
町
大
洗
吉
川
賢
一
郎
殿

O
一
金
参
万
四
千
円
也

視
聴
覚
教
材
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
購
入
費

の
一
部
と
し
て

町
立
第
一
保
育
所
修
了
児
父
兄
一
同

O
一
金
四
万
円
也

視
聴
覚
教
材
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
購
入
費

の
一
部
と
し
て

昭
和
四
十
五
年
度
町
立
第
二
保
育
所

父
母
の
会
一
同

昭
和
四
十
六
年
度
町
立
第
二
保
育
所

父
母
の
会
一
同

O
ジ
ャ
ン
プ
リ
ン
一
台
(
四
万
円
相

当
)
昭
和
四
十
六
年
度
町
立
第
一
ニ
保
育
所

修
了
児
父
兄
一
同

O
前
田
町
報
(
第
日
号
)
で
掲
載
し
た

新
庁
舎
記
念
寄
附
の
う
ち
、
大
洗
町
磯

浜
町
、
永
井
な
が
殿
よ
り
い
た
だ
い
た

金
参
拾
万
円
也
に
つ
い
て
は
、

亡
夫
、
永
井
忠
尚
民
の
御
遺
志
に
よ

り
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら

申
し
添
え
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
等

が
支
給
さ
れ
ま
す

川
児
童
扶
養
手
当

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い

家
庭
の
児
童
、
ま
た
は
、
父
親
が
身
体

障
害
者
や
長
期
の
病
気
中
な
ど
の
家
庭

の
児
童
の
心
身
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
よ
う
に
、
そ
の
児
童
一
の
母
、
ま
た
は

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
が
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

同
特
別
児
童
扶
養
手
当

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た

は
精
神
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
生
活
向

上
に
役
立
て
る
た
め
、
そ
の
児
童
を
看

護
す
る
父
母
ま
た
は
、
父
母
に
か
わ
っ

て
、
そ
の
児
童
を
養
宵
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し

ωω
は
、
国
民
年
金
、
恩
給

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
な
、
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
は
、
手
当

精
神
衛
生
と
い
う
と
医
療
と
保
護

の
面
だ
け
考
え
自
分
と
は
関
係
が
な

い
よ
う
に
思
い
が
ち
で
す
が
人
聞
は

も
の
ご
と
を
考
え
た
D
記
憶
し
た
り

想
像
学
め
ぐ
ら
せ
た
り
怒
っ
た
り
笑

っ
た
り
欲
求
を
も
っ
た
り
興
奮
し
た

り
失
望
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
作

戦
没
者
慰
霊
祭

被
岸
法
要
行
わ
れ
る

盟
鉄
鹿
島
線
建
設
測
量
の
た
め
の
土

地
立
入
り
に
つ
い
て
(
お
知
ら
せ
)

去
る
三
月
二
十
二
日
務
院
西
福
寺
に

お
い
て
、
過
ぐ
る
大
戦
に
於
て
戦
没
さ

れ
た
本
町
関
係
七
八
八
柱
英
一
霊
の
彼
岸

大
法
要
戦
没
者
慰
霊
察
を
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
暖
か
な
日
よ
り
に
恵
ま
れ
、

開
式
の
十
時
に
は
二
百
名
の
と
遺
族
が

参
列
さ
れ
、
厳
か
な
読
経
、
つ
い

で
、
加
藤
町
長
、
県
知
事
、
県
遺
族
会

日
本
鉄
道
建
設
公
団
東
京
支
社
長
よ

も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域

の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
精
神
的
不
健
康

を
防
止
し
て
有
意
義
な
社
会
生
活
を

実
践
し
て
乙
そ
こ
の
活
動
の
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
加
え

と
こ
ろ
で
精
神
衛
生
は
成
長
や
人
格

形
成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
段
階
に
応

心
の
健
康
を
求
め
て
(
そ
の
ニ
)

用
を
一
生
涯
続
け
て
お
り
ま
す
。
現

代
に
生
き
る
私
達
の
生
活
環
境
や
人

間
関
係
は
複
雑
こ
の
う
え
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
と
の
調
和
が
欠
け
社
会
的

な
不
安
が
増
夫
し
た
り
す
れ
ば
そ
れ

だ
け
心
の
健
康
を
求
め
る
精
神
衛
生

の
活
動
は
私
達
の
生
活
に
身
辺
か
な

じ
た
方
法
で
と
り
す
〉
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
お
気
付
と
思

い
ま
す
。
乳
幼
児
の
健
康
を
考
え
る

の
に
大
人
に
適
応
し
た
条
件
を
あ
て

は
め
る
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
年
代
に
応
じ
た
精
神
衛
生
に

つ
い
て
一
緒
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

連
合
会
長
、
県
人
会
飛
田
東
山
氏
か
ら

慰
霊
の
辞
が
述
べ
ら
れ
追
悼
の
梗
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
昭
和
四
十
六
年
度
遺
族

会
総
会
が
聞
か
れ
、
役
員
改
選
、
決
算

報
告
、
事
業
報
告
が
あ
り
総
会
玄
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

遺
族
会
役
員

会

長

井

上

信

男

り
、
左
記
の
と
お
り
国
鉄
鹿
島
線
測
量

の
た
め
の
土
地
立
入
り
に
つ
い
て
通
知

が
あ
り
ま
し
た
の
で
関
係
す
る
皆
様
方

の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

o
立
入
測
量
期
間

自
e

昭
和
幻
年
5
月
1
日

至
@
昭
和
必
年
3
月
白
日

0

立
入
ろ
う
と
す
る
場
所

磯
浜
町
ダ
ン
プ
地
内

タ

石

荒

タ

9

7

y

内

9

h
y

五

柳

9

9

堂

林

9

9

茅
場
ん
ゲ

大

賞

町

花

池

地

内

ヂ

船

渡

向

ん

ゲ

副
会
長
照
沼
与
吉

9

小
野
瀬
久
三
郎

ヂ

井

上

金

次

郎

会
計
雨
沢
初
太
郎

監
事
米
川
啓
一

b
7

高
柳
千
代
吉

各
地
区
役
員
は
略
し
ま
す
。

い
よ
}
『
凡
コ
長
勺

yihやせ
'
f
j
f
v
M
品

川
潤
購
題
一
畳
一
一
関
一
誠
一
事

共
同
X
W
4
3
u
y
k
r
F
/
川
大
『
ヲ
ヂ

η

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律

日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
ご
み

や
不
燃
物
の
排
出
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん

が
、
私
達
は
そ
れ
を
環
境
的
、
衛
生
的

に
能
率
よ
く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
そ
れ
に
は
私
達
一
人
一
人
が
自
分

遠
の
生
活
環
境
学
守
る
た
め
に
協
力
し

な
け
れ
ば
完
全
に
処
理
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
で
は
清
掃
法
を

今
ぷ
一
改
正
し
ご
み
を
廃
棄
物
と
し
、
障
棄
物

JU
一
の
種
類
を
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物

、
一
と
に
区
分
し
ま
し
た
。
一
般
廃
棄
物
と

ふ
一
は
一
般
家
庭
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
で
あ

一
っ
て
こ
の
処
理
は
市
町
村
が
生
活
環
境

一
の
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い
う
ち
に
収

一
策
運
搬
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

一
産
業
廃
棄
物
と
は
事
業
者
が
、
そ
の
事

一
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
で
あ

一・
0
、
燃
え
が
ら
、
汚
で
い
、
廃
油
、
廃

一
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

一
食
斜
品
の
製
造
等
に
お
い
て
原
糾
と
し

一
て
使
用
し
た
動
植
物
の
固
形
状
の
汚
物

一
そ
の
他
政
令
で
定
め
ら
れ
た
廃
棄
物
で

一
あ
り
、
こ
の
処
理
に
つ
い
て
は
事
業
者

一
が
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
し
な
け

一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
上
が
改
正
さ
れ

一
た
法
律
の
一
部
抜
粋
で
あ
り
、
昭
和
四

一
十
六
年
九
月
二
十
四
日
よ
り
施
行
さ
れ

一
ま
し
た
。
廃
棄
物
収
集
に
加
入
牛
小
法
投

一
棄
を
止
め
ま
し
ょ
う
。
廃
棄
物
(
と
み
、

一
不
燃
物
)
収
集
に
現
在
ま
だ
加
入
さ
れ

一
な
い
で
、
山
林
、
空
地
、
海
岸
、
河
川

一
そ
の
他
に
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
し
て

一
い
る
人
達
が
お
り
ま
す
。
法
律
が
施
行

一
さ
れ
ま
し
た
の
で
不
法
投
棄
の
現
場
を

一
見
つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、
廃
棄
物
処

一
浬
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

一
ま
だ
廃
棄
物
収
集
に
未
加
入
の
家
庭
は

一
す
ぐ
加
入
し
て
、
廃
棄
物
を
私
達
の
生
一

活
環
境
か
ら
取
り
除
き
一
清
潔
で
美
し
い

町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

(
く
は
し
い
こ
と
は
役
場
衛
生
課
へ
)
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民
俗
資
判
官
は
、

年
一
「
衣
食
住
@
生
芋
信
仰
@
年
中

野
一
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
醤
及
び
乙

和
一
れ
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
費
、
家

昭
一
屡
そ
の
他
の
物
件
で
わ
が
国
民
の
生

一
浩
の
推
移
の
理
解
の
た
め
に
欠
く
「
一

一
と
の
で
き
な
い
も
の
」

一
「
民
俗
資
総
」
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な

一
い
こ
と
ば
で
す
が
文
化
財
保
護
法
で

一
は
以
上
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
ま
す

一
そ
れ
は
祖
先
か
ら
繰
り
返
し
伝
え
ら

一
れ
て
き
た
平
凡
で
自
立
た
ぬ
も
の
で

一
は
あ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
の
必
要

一
等
か
ら
創
造
さ
れ
、
工
夫
さ
れ
、
改

九
一
善
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
わ
が
国
国

1
一
有
の
伝
統
文
化
の
本
質
を
示
す
も
の

一
で
あ
り
、
国
民
生
活
の
推
移
の
理
解

も
一
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

一
要
な
文
化
財
で
す
。

一
つ
山
保
護
の
必
要
性

4
d

民
俗
資
斜
は
社
会
生
活
や
生
産
様

式
の
う
つ
り
か
わ
り
と
と
も
に
姿
移

し
、
消
滅
し
て
い
く
も
の
で
す
。
ま

お

た
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
実
用
価
値

が
な
く
な
れ
ば
失
な
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
観
賞
の
対
象
と
し
て
尊
重
保

存
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
今
日
の
愛
動
期
に
際

し
て
正
し
い
伝
承
が
刻
々
失
な
わ
れ

つ
つ
あ
る
の
で
、
民
俗
資
制
仲
の
保
護

を
徹
底
し
、
そ
の
活
用
を
は
か
り
、

国
毘
文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
が

諜
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

3

町
の
状
況

町
の
産
業
は
、
漁
業
、
農
業
、
商

工
観
光
業
な
ど
に
わ
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
民
俗
資
斜
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
漁
業
は

海
面
、
内
水
面
(
澗
沼
)
と
も
に
古
い

歴
史
を
も
ち
地
域
的
な
特
竿
ぜ
も
っ

た
漁
法
@
用
具
が
数
多
く
の
と
さ
れ

て
い
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
町
も
ま
た
社
会
生
活
、

生
産
様
式
な
ど
の
菱
化
が
あ
ら
ゆ
る

面
で
進
行
し
て
お
り
、
祖
先
の
生
活

の
推
移
を
伝
え
る
民
族
資
料
は
急
速水がめ、薬つl宮、すり鉢など

に
失
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
家
屋
の
新
改
築
な
ど
に
よ
り
実

用
性
の
な
く
な
っ
た
家
具
、
道
呉
類

古
文
書
な
ど
の
処
分
、
ま
た
斜
学
の

進
歩
に
よ
っ
て
漁
業
、
授
業
な
ど
の

用
具
も
著
し
く
愛
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
従
来
の
も
の
は
無
用
の
も

の
と
し
て
忘
れ
さ
ら
れ
、
失
な
わ
れ

つ
つ
あ
り
民
俗
資
料
の
保
護
は
危
機

的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

4

調
査
と
収
集
保
存

町
で
は
今
年
度
を
初
年
度
と
し
て

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
民
俗
資

料
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
収
集
保

存
が
は
か
り
長
く
後
世
に
残
す
こ
と

を
企
図
し
ま
し
た
。
現
在
、
教
育
委

員
会
、
文
化
財
調
査
委
員
会
が
中
心

と
な
り
多
く
の
方
々
の
協
力
を
求
め

そ
の
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
計
画
が
立
ち
ま
し
た
ら
あ

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
と
指
導
。
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5

民
俗
資
料
の
分
類

文
化
財
保
護
法
で
は
民
俗
資
制
科
学
一

有
形
の
も
の
と
無
形
の
も
の
と
に
区

分
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

「
有
形
民
俗
資
料
」

川
衣
食
住
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。

た
と
え
ば
衣
服
装
身
呉
、
飲
食
用

具
、
光
熱
用
具
、
家
具
調
度
、
住

メ
ン
パ

(
お
は
ち
)

居
等

凶
生
産
・
生
業
に
用
い
ら
れ
る
も

の。た
と
え
ば
農
具
、
漁
猟
呉
、
工
匠

用
具
、
紡
織
用
具
、
作
業
場
等
。

間
六
蓮
・
運
輸
・
通
信
に
用
い
ら

れ
る
も
の
。

た
と
え
ば
運
搬
呉
、
内
用
車
、
飛
脚

用
具
、
関
所
等

凶
交
易
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。

た
と
え
ば
計
算
具
、
計
且
異
臭
、
看

板
、
鑑
札
、
活
舗
等

同
社
会
生
活
に
用
い
ら
れ
る
も
の
'

た
と
え
ば
贈
答
用
具
、
犠
防
、
刑
一

割

用

具

、

若

者

宿

等

一

同
信
仰
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。
一

た
と
え
ば
祭
杷
具
、
法
会
具
、
奉

納
物
、
偶
像
類
、
呪
術
用
具
、
社

相
等

内
山
民
俗
知
識
に
関
し
て
用
い
ら
れ

る
も
の
。

た
と
え
ば
暦
類
、
卜
(
ぼ
く
)
占

用
具
、
医
療
具
、
教
育
施
設
等

川
民
俗
芸
能
・
娯
楽
・
遊
戯
・
噌

好
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。

た
と
え
ば
去
裳
道
具
、
楽
器
、
面

・
人
形
、
玩
具
、
舞
台
等

川
人
の
一
生
に
関
し
て
用
い
ら
れ

る
も
の
。

た
と
え
ば
産
育
用
具
、
冠
婚
葬
祭

用
具
、
産
屋
等

同
年
中
行
事
に
用
い
ら
れ
る
も
の

た
と
え
ば
正
月
用
具
、
節
句
用
具

盆
用
具
等

以
上
に
掲
げ
た
有
形
の
民
俗
資

斜
の
う
ち
そ
の
形
様
、
製
作
技
法

用
法
等
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
目

的
、
内
容
等
が
次
に
該
当
し
特
に

震
要
な
も
の
は
、
国
の
重
要
民
俗

資
斜
に
指
定
さ
れ
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
歴
史
的
愛
遷
を
示
す
も
の
。

②
時
代
的
特
色
を
一
市
す
も
の
。

③
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の
。

④
生
活
階
層
の
特
色
を
示
す
も

の。

⑤
職
能
の
様
相
を
一
示
す
も
の
。

「
無
形
民
俗
資
料
L

O
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き

無
形
の
民
俗
資
斜
。

川
衣
食
住
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
服
飾
習
俗
、
飲
食
習
俗

居
住
習
俗
等

ω
生
産
@
生
業
に
関
す
る
も
の
。

す

た
と
え
ば
農
耕
、
漁
猟
、
工
作
、

初
織
等
に
関
す
る
習
同
町
等

川
交
易
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
市
、
行
画
、
座
間
、
両

替
、
質
等
の
習
俗

凶
社
会
生
活
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
社
会
儀
礼
、
若
者
組
、

隠
居
、
共
同
作
業
等
の
習
俗

同
交
通
・
運
輸
・
通
信
に
関
す
る

も
の
。
た
と
え
ば
旅
行
に
関
す
る
習
俗
等

川
口
頭
伝
承
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
伝
説
、
音
ぱ
な
し
等

間
信
仰
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
祭
担
、
法
会
、
祖
霊
信

仰
、
田

m神
信
仰
、
萩
一
俗
、
つ
き

も
の
等

附
民
俗
知
識
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
暦
数
、
禁
忌
、
ト
占
、

医
療
、
教
育
等

間
民
俗
芸
能
・
娯
楽
・
遊
戯
・
噌

好
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
祭
礼
行
事
、
競
技
、
童

戯
等

同
人
の
一
生
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
誕
生
、
育
児
、
年
祝
い

婚
姻
、
葬
送
、
墓
制
等

帥
年
中
行
事
に
関
す
る
も
の
。

た
と
え
ば
正
月
、
節
分
、
節
句
、

盆
等

つ舛斗

懐

舗

み

機

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

定
期
の
生
ポ
リ
オ
(
一
斉
投
与
)

e

一
一
種
混
合
(
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

彼
傷
風
)
の
予
防
接
種
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
の
で
誤
当
さ
れ
る
乳
幼
児
は
も

れ
な
く
受
け
て
下
さ
い
。
受
け
る
と
き

は
問
診
票
、
母
子
手
帖
を
お
も
ち
下
さ

い
。
予
防
接
種
は
「
健
康
な
子
供
が
か

ら
だ
の
調
子
が
よ
い
と
き
に
う
け
る
こ

と
」
が
前
提
で
す
の
で
な
ん
と
な
く
気

に
な
る
様
子
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き
は

う
け
る
と
き
担
当
医
に
相
談
す
る
か
あ

ら
か
じ
め
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

実
施
日
程
は
次
の
と
お
り

O
生
ポ
リ
オ
(
一
斉
投
与
)

と
き
五
月
十
七
日
、
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時

三
十
分
ま
で

と
こ
ろ
大
洗
保
健
所

料

金

無

糾

該
当
者一、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
十
九

日
か
ら
昭
和
田
十
七
年
二
月
十

九
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
で

大
洗
町
に
住
民
登
録
を
す
ま
せ

現
在
住
ん
で
い
る
も
の
。

一
、
右
の
期
間
内
に
生
ま
れ
た
も

の
で
ま
だ
二
回
う
け
て
い
な
い

も
の
。

一
、
禁
忌
事
項
(
健
康
が
す
ぐ
れ

な
い
)
に
該
当
し
な
い
も
の

O
三
種
混
合
(
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
)

と
き
五
月
三
十
一
日
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
時
一
一
一
十
分
ま

で

と
こ
ろ
大
洗
保
健
所

料

金

無

斜

該
当
者
一
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
三
十

日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
二
月
二

十
九
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

で
大
洗
町
に
住
民
登
録
学
す
ま

せ
現
在
住
ん
で
い
る
も
の

一
、
石
の
期
間
内
に
生
ま
れ
た
も

、
の
で
ま
だ
三
回
う
け
て
い
な
い

も
の

て
す
で
に
三
回
う
け
て
お
っ
て

追
加
分
(
一
回
)
を
う
け
て
い

な
い
も
の

て
禁
忌
事
項
(
健
康
に
す
ぐ
れ

な
い
)
に
該
当
し
な
い
も
の

。
問
い
合
わ
せ
は
衛
生
課
保
健
衛
生

係
電
話
五
一
一
一
内
線
六
七
へ

タ
ス
り
の
知
識

私
た
ち
は
病
気
に
な
っ
た
時
医
師
の
診
察
を
受
け
、
そ
の

指
示
に
従
っ
て
薬
を
の
み
ま
す
。
し
か
し
軽
い
病
状
の
場
合

ゃ
、
一
時
的
に
病
状
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
薬
局
で
簡
単
に

手
に
入
る
薬
学
の
む
こ
と
も
多
い
は
ず
で
す
。
扱
い
方
も
簡

単
な
こ
う
い
っ
た
薬
は
、
正
し
く
使
用
、
保
存
さ
れ
な
い
と

効
果
が
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
生
命
を
お
び
や
か
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
一
般
大
衆
薬
に
関
す
る
知
識

を
拾
い
集
め
て
み
ま
し
た
。

由
一
般
的
・
常
識
的
な
こ
と
一
を
し
っ
か
り
し
め
て
保
管
し
-
ま
し
ょ
う

O
薬

の

買

い

方

一

幼

児

の

手

の

届

か

な

い

と

こ

ろ

に

置

き

有
名
だ
と
か
、
テ
レ
ビ
の
コ
マ

I
シ
一
添
付
さ
れ
て
い
る
使
用
警
は
捨
て
ず
に

ヤ
ル
に
よ
く
で
る
と
か
で
買
う
の
で
な
一
保
管
す
る
な
ど
の
留
意
も
必
要
で
す
。

く
、
信
用
で
き
る
薬
局
で
病
気
の
症
状
一
薬
の
有
効
期
限
は
、
今
の
と
こ
主

を
詳
し
く
話
し
、
相
談
し
て
買
う
こ
と
一
性
物
質
に
し
か
表
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で

す

。

一

一

般

の

薬

は

、

買

っ

て

か

ら

一

年

聞

が

自
己
流
判
断
は
ま
ち
が
い
の
も
と
。
一
目
や
す
で
す
。
今
後
、
他
の
薬
に
も
有

O
薬

の

用

量

一

効

期

限

の

表

示

を

し

て

欲

し

い

も

の

で

二
倍
の
ん
で
も
、
二
倍
は
き
き
ま
せ
ん
一
す
。

定
量
学
越
す
と
副
作
用
も
強
く
な
り
ま
一
画
部
作
用
に
つ
い
て

す
。
薬
は
適
量
を
i
。

一

「

薬

と

毒

は

背

中

合

わ

せ

」

と

言

わ

O
薬

の

服

用

時

間

一

れ

ま

す

。

薬

は

正

し

く

使

わ

れ

れ

ば

効

服
用
時
簡
を
正
確
に
守
る
こ
と
に
よ
っ
一
一
果
を
桑
揮
し
ま
す
が
、
同
時
に
副
作
用

て
、
効
力
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
発
揮
さ
せ
一
も
一
応
考
え
て
使
う
こ
と
が
必
要
で
す

副
作
用
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
一
副
作
用
に
は
、
薬
を
つ
か
っ
て
か
ら
数

す
。
服
用
指
示
の
読
み
方
は
次
の
通
り
。
一
分
あ
る
い
は
ニ

i
三
時
間
で
お
こ
る
急

食
前
食
事
ま
え
加
分
一
性
ア
レ
ル
ギ
ー
と
、
長
年
の
服
用
に
よ

食
後
食
事
後
部
分
一
る
副
作
用
と
が
あ
り
ま
す
。

食
直
後
食
事
が
お
わ
っ
て
す
ぐ
に
一
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー

食

間

食

事

後

2
時
間
一
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
こ
れ
を
起
こ
さ
せ

就
寝
前
寝
る
前
回
分
か
ら

1
時
間
一
る
く
せ
を
も
っ
て
い
る
薬
と
、
過
敏
な

建
痛
時
い
た
み
が
お
き
た
時
一
体
質
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
と
き
に
起
こ

O
薬
の
正
し
い
飲
み
方
一
り
ま
す
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
か

ω薬
は
水
か
湯
、
牛
乳
で
飲
む
こ
と
で
一
ぜ
薬
(
お
も
に
ピ
リ
ン
系
)
ア
レ
ル
ギ

ナ
。
錠
剤
を
そ
の
ま
ま
口
に
ほ
う
h
u
ζ

一
ー
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
家
廷
で
使

む
人
が
い
ま
す
が
、
胃
を
あ
ら
ず
も
と
一
わ
れ
る
薬
で
お
こ
り
一
易
い
の
は
、
じ
ん

に
な
h
u
ま

す

。

一

ま

し

ん

や

湿

疹

な

ど

の

皮

膚

症

状

で

す

よ
く
薬
を
お
茶
で
飲
む
な
と
い
い
ま
一
連
用
に
よ
る
副
作
用

す
が
、
そ
れ
は
お
茶
に
含
ま
れ
て
い
る
一
病
気
に
よ
っ
て
は
薬
を
連
用
し
な
け

タ
ン
ニ
ン
酸
が
薬
の
成
分
と
結
び
つ
き
一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合
は
い

・
タ
ン
ニ
ン
酸
が
薬
の
成
分
と
結
び
つ
き
一
ろ
い
ろ
と
副
作
用
の
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

吸
収
さ
れ
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
一
が
多
い
も
の
で
す
。

山
妊
娠
中
の
女
性
は
薬
を
な
る
べ
く
使
一
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
戸
む
く
み
、

用
せ
ず
、
使
用
す
る
時
は
専
門
家
に
じ
一
剤
コ
ル
チ
ゾ
ン
」
頭
痛
、
不
眠

ゅ
う
ぶ
ん
相
談
し
、
そ
の
指
示
に
従
っ
一
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
i
難
聴

て

く

だ

さ

い

。

一

パ

ル

ピ

ダ

l
d
食
欲
不
振
、
便
秘
、
脱

同
薬
と
酒
は
併
用
し
な
い
こ
と
。
一
ル
系
催
眠
剤
同
力
感
、
不
安
感
等

濁
の
主
成
分
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
一
体
に
は
本
来
、
健
康
守
経
持
す
る
力

薬
漂
作
用
と
、
薬
の
薬
理
陸
作
用
と
が
か
一
が
そ
な
わ
っ
て
い
ま
す
。
薬
に
た
よ
り

さ
な
り
、
思
わ
ぬ
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
一
す
ぎ
な
い
こ
と
、
過
信
し
な
い
こ
と
、

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

一

E
し
く
使
う
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

O
保

存

の

仕

方

一

う

。

薬
は
湿
気
〉
熱
を
一
番
き
ら
い
ま
す

乾
い
た
冷
た
い
暗
い
と
こ
ろ
に
、
ふ
た

み
智
1品
官
ー
す

1
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